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ウィルソン法による古地磁気強度測定
Testing paleointensity determination using Wilson method

福間浩司 1∗ ;シェルバコフヴァレリィ 2 ;シェルバコワヴァーリャ 2

FUKUMA, Koji 1∗ ; SHCHERBAKOV, V. P.2 ; SHCHERBAKOVA, V. V.2

1 同志社大学理工学部, 2 ロシア科学アカデミー・ボロック地球物理学研究所
1Dept. Env. Sys. Sci., Doshisha Univ.,2Borok Geophysical Observatory, Russian Academy of Sciences

古典的なテリエ法は未だ古地磁気強度測定のための最も信頼できる方法だが、非常に厳しい、まれにしか満たされない
条件ー自然残留磁化 (NRM)はすべての温度区間で実験室の熱残留磁化 (TRM)に置き換えられるーを必要とする。か
なりの量の多磁区粒子が存在する場合、この条件は成立せず、アライ図に見られる曲線から誤った古地磁気強度が得ら
れることになる。
非常に原始的（e.g., Folgheraiter [1899]）だが本質的にショー法にも使われているような単一ステップ加熱法は、テリ

エ法に要求される厳格な条件を回避することができる。ウィルソン法は単一ステップ加熱法の一種であり、約半世紀前
に提案された（Wilson [1961, 1962])。NRMを高温で連続的に消磁して測定し、同様に実験室で与えた TRMを消磁して
比較することで古地磁気強度が得られる。ウィルソン法がこれまでほとんど古地磁気強度測定に使われなかった理由は、
磁化を高温で測定する必要があるためである。一方この方法は他の古地磁気強度法より非常に迅速である利点をもって
いる。自動化された高温磁力計を使用すれば、1-ccキューブを用いたウィルソン法による測定を 1時間以内に完了する
ことができる。
三宅島における 1983年噴火（地球磁場：45.1μ T）の玄武岩とスコリアの 27個の 1-ccキューブを用いてウィルソン

法に基づく古地磁気強度測定を行った。 1-ccキューブを Borok地球物理研究所の Orion三成分試料振動型磁力計を用い
て毎分約 40° Cで空気中で加熱し，同時に高温で NRM３成分を測定した。磁化が初期値の 1％未満に低下すると加熱
を中止し，45μ Tの磁場中で冷却して TRMを付与した。TRMも NRMと同様に連続的な熱消磁を行った。
測定したサンプルの 85％で NRMー TRM 図上にきれいな直線を見た。アンブロッキング温度スペクトルの形状が

NRMと TRMの間で本質的に変化していないことを示す。約半分のサンプルから予想される古地磁気強度を得た。隣り
合うサンプルのテリエ法も期待される磁場強度を与えたが、幾つかのサンプルではうまくいかなかった。他の半分のサ
ンプルでは、NRMー TRMの直線の傾きが１から大きくずれ，高いまたは低い値に外れた。このことは，熱変質（磁区
の変質は含まない）が TRM容量を増加させたり減少させたりしたが、アンブロッキング温度スペクトルの形状は変化し
なかったことを意味する。このような熱変質は NRMー TRM図では検出されないが、誤まった古地磁気強度を与える可
能性がある。
ウィルソン法は、迅速かつ多磁区粒子を含むサンプルにも使えるが、熱変質は必ずしも NRMー TRM図上の直線性か

ら検出されないことに注意する必要があり，このことは他の単一ステップ加熱法にも当てはまる。
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